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【座間市のお知らせ】

※写真は昨年のものです。

昨
年
の
ひ
ま
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り
ま
つ
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栗
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目　次
●75歳以上の皆さんへ
　医療費の自己負担割合を再判定します（２面）
●�みんなの健康（3面）
●�資源物（紙）の正しい出し方、知っていますか（4面）
●�ひまわり畑ができるまで（5面）
●�ざまインフォメーション（6・7面）
●�ひまわり写真コンテスト作品募集（8面）

※新聞を購読されている方には、�新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み　申込専用電話　1046（252）8684（広報広聴人権課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス　70120（111）429 （無料）

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

市 の 人 口●128,895人（＋ 3 人）
市の世帯数●55,929世帯（＋19世帯）
平成27年 6 月1日現在（ ）は 5 月との増減

イベント内容（栗原会場・座間会場他） 8 月15日（土）・16日（日）
のみのイベント（座間会場）

ひまわりまつりに関する
問い合わせ先

●特産品の販売と模擬店の出店
●切り花の販売
●ひまわり散策路　●展望台の設置

●ひまわりスタンプラリー
●アユのつかみ捕り

ひまわりまつり実行委員会事務局（商工観
光課内）☎046（252）7604（土曜・日曜日、
祝・休日休み）
市観光協会　☎046（205）6515（水曜日休み）
ヒマワリの開花状況に関する問い合わせ先
テレホンサービス　☎046（205）6522
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台
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今
年
も
市
の
花
ヒ
マ
ワ
リ
の
季
節
と
な
り
、
首
都
圏

随
一
の
約
55
万
本
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
る
「
ひ
ま
わ

り
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
は
長
い
期
間
楽
し
め
る
よ
う
に
２
会
場
で

開
花
時
期
を
ず
ら
し
て
咲
か
せ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
夏
、
一
面
に
広
が
る
ヒ
マ
ワ
リ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

担
当

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
商
工
観
光
課
内
）
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座間総合高等学校

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

ざまりんゆるキャラⓇグランプリ出陣式
８ 月１5日（土）ひまわりまつり座間会場

担当� 企画政策課　☎046（252）8287　5046（255）3550

8月〜11月に投票が行
われるゆるキャラⓇグ
ランプリ2015に向けて
決意表明するよ〜。

※詳細は広報ざま 8月 1日号でお知らせします。

一面に広がる座間会場の
ヒマワリ（昨年の様子）

※シャトルバスにご乗車の際は協力金にご協力ください。ま
た、満員で乗車できない場合がありますので、余裕をもっ
てお越しください。

栗原会場
約１ヘクタール１0万本のひまわり畑

午前 9時30分〜午後 4時
○アクセス　小田急線「相武台前駅」から
南林間駅行きバスに乗り「座間総合高校
前」で下車し徒歩約 1分

　相鉄線「さがみ野駅」から相武台前駅行

きバスに乗り「北
きたむきこうしん

向庚申前」で下車し徒
歩約 3分

○駐車場　栗原小学校（会場と駐車場間で
シャトルバスを運行）

7 月23日（木）〜28日（火）

座間・新田宿・四ツ谷会場
約４．５ヘクタール４５万本のひまわり畑

午前 9時30分〜午後 4時
○アクセス　小田急線「相武台前駅」から
会場へのシャトルバスに乗車
　JR相模線「相武台下」から徒歩約15分
○駐車場　相模川グラウンド

8 月13日（木）〜18日（火）

座間会場などでは、今
年から便利なシャトル
バスが運行するよ〜
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断
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
開
始
日　

７
月　

日
３１

（
金
）

○
申
請
場
所　

市
役
所
１
階
国

保
年
金
課

○
持
参
す
る
も
の　

印
、
有
効

期
限
が
切
れ
た
国
民
健
康
保

険
限
度
額
適
用
認
定
証
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証

　
　

歳
以
上
の
方
（
生
活
保
護

７５
を
受
給
し
て
い
る
方
は
対
象
外
）

と
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
一

６５

７４

定
の
障
が
い
が
あ
っ
て
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
、
医

療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
際
に

支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
割

合
は
、
毎
年
８
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
前
年
の
所
得
や
収
入

額
に
よ
り
、
左
図
の
通
り
１
割

負
担
か
３
割
負
担
か
の
判
定
を

行
い
ま
す
。

　

左
図
の
中
で
「
基
準
収
入
額

適
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
」
に
該
当
す
る
方
は
、

申
請
を
す
る
こ
と
で
翌
月
か
ら

負
担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

方
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
担
当
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、
担
当
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
ご
使
用
中
の
被

保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
が
平

成　

年
７
月　

日
（
日
）
ま
で

２８

３１

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
８
月
１

日
（
土
）
か
ら
負
担
区
分
が
変

更
と
な
る
方
に
は
、
新
し
い
被

保
険
者
証
を
簡
易
書
留
で
本
人

宛
て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
８

月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な
ど

で
受
診
す
る
と
き
は
、
新
し
い

あなたや同じ世帯にいる被保険者の平成２７年度市町村民税の課税所得（各種控除後の所得）は？ 

あなたの平成２６年中の収入（※）はいくらですか？ 

１４５万円未満 

３８３万円未満 

５２０万円未満 

いない 

１割 １割 ３割 ３割 １割 ３割 

いる いる 

いない 

いない 

いる 

同じ世帯であなたの他に 
被保険者はいますか？ 

あなたと他の被保険者の平成２６年中の 
収入（※）の合計額はいくらですか？ 

７０歳～７４歳の方を含めて 
平成２６年中の収入（※）の 
合計額はいくらですか？ 

基準収入額適用 
申請書を提出 
してください。 

基準収入額適用 
申請書を提出 
してください。 

同じ世帯に７０歳～７４歳の 
方はいますか？ 

同じ世帯であなたの他に 
被保険者はいますか？ 

３８３万円以上 

５２０万円以上 

５２０万円未満 ５２０万円以上 

１４５万円以上 

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
（
以
下
、
高

齢
受
給
者
証
）
の
有
効
期
限
は

７
月　

日
（
金
）
で
す
。
８
月

３１

１
日
以
降
の
高
齢
受
給
者
証
を

７
月
下
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
送

付
し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
該
当
者
を
除

い
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る　

歳
か
ら　

歳
ま
で

７０

７４

の
方
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
医

療
機
関
な
ど
で
の
一
部
負
担
金

の
割
合
は
、
平
成　

年
度
の
市

２７

県
民
税
課
税
標
準
額
な
ど
に
基

づ
き
、現
役
並
み
所
得
者
は「
３

割
」
、
現
役
並
み
所
得
者
以
外

は
「
誕
生
日
が
昭
和　

年
４
月

１９

２
日
以
降
の
方
は
２
割
、
昭
和

　

年
４
月
１
日
以
前
の
方
は
１

１９割
」
に
判
定
し
直
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
届
く

高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
一
部
負
担
金
の
割
合
と
、

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
役
並
み
所
得
者
で

も
申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金
の

割
合
が
２
割
か
１
割
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
思
わ

れ
る
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

で
受
診
す
る
と
き
に
は
、
今
回

送
付
す
る
高
齢
受
給
者
証
と
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
両

方
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給

者
証
は
、
８
月
１
日
以
降
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
担
当
ま

た
は
各
出
張
所
に
返
却
す
る
か
、 

細
か
く
裁
断
し
て
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
満　

歳
の
誕
生
日
か

７５

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
該

当
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
回

有
効
期
限
（
平
成　

年
７
月　

２８

３１

日
（
日
）
）
よ
り
前
に
満　

歳
７５

を
迎
え
る
方
の
有
効
期
限
は
、

誕
生
日
の
前
日
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

７０
被
保
険
者
で
慢
性
腎
不
全
の
認

定
を
受
け
て
人
工
透
析
の
治
療

を
受
け
て
い
る
方
の
国
民
健
康

保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証（
以 

下
、
療
養
受
療
証
）
は
、
毎
年

８
月
に
、
前
年
の
所
得
を
基
に

自
己
負
担
限
度
額
を
再
判
定
し

て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
８
月
１

日
（
土
）
か
ら
有
効
と
な
る
療

養
受
療
証
を
送
付
し
ま
す
の
で

差
し
替
え
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

期
限
が
切
れ
た
療
養
受
療
証
は

担
当
ま
た
は
各
出
張
所
に
返
却

い
た
だ
く
か
、
細
か
く
裁
断
し

て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
が

決
ま
っ
た
と
き
に
、
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
提
示
す
る
と
１
カ

月
の
保
険
診
療
費
が
負
担
割
合

に
か
か
わ
ら
ず
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
る
国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証（
以
下
、

認
定
証
）
の
有
効
期
限
は
７
月

　

日
（
金
）
で
す
。

３１
　

８
月
１
日
（
土
）
以
降
、
入

院
や
高
額
な
外
来
診
療
の
予
定

が
あ
り
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、

改
め
て
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
の

予
定
が
な
い
方
は
、
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　

　

こ
れ
ら
の
認
定
証
の
適
用
区

分
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
員
の
所
得
に
基
づ
い
て
判
定

し
て
い
ま
す
。
８
月
１
日（
土
）

以
降
の
適
用
区
分
は
、
平
成　
２７

年
度
（
平
成　

年
分
）
の
所
得

２６

の
申
告
状
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な
お
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は
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当
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す
る

よ
う
お
願
い
し
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す
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８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日ににににににににににににに後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度
被被被被被被被被被被被被被保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療費費費費費費費費費費費費費ののののののののののののの自自自自自自自自自自自自自己己己己己己己己己己己己己負負負負負負負負負負負負負担担担担担担担担担担担担担割割割割割割割割割割割割割合合合合合合合合合合合合合ををををををををををををを再再再再再再再再再再再再再判判判判判判判判判判判判判定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししままままままままままままますすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。

※自己負担割合は世帯の被保険者の構成や市町村民税の課税所得の変更時にも再判定します。

平成２７年平成２７年８月以降８月以降

※「収入」とは、市町村民税の課税所得の金額を算定するための、必要経費や各種控除を差
し引く前の金額です（障害年金・遺族年金などの公租公課の対象とならない収入や、退職
金は除きます）。所得金額ではありません。また、土地・建物などや上場株式などの譲渡損失
を損益通算または繰越控除するため確定申告した場合、売却金額は収入金額に含まれます。

○問い合わせ先

・県後期高齢者医療広域連合
　コールセンター
　1０５７０（００）１１２０

・県後期高齢者医療広域連合事務局
　1０４５（４４０）６７００
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市マスコット 
キャラクター 
「ざまりん」 

担当　健康づくり課 　1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０ 

7０１２０（８６７）８６０（通話料無料）
※つながらない場合は1０３（５５２４）８５００へ、
聴覚障がい者は専用ファクス5０３（３５６２）８４３５へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当 医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

座間市２４時間健康電話相談2

広報ざま【座間市のお知らせ】No.９８２　　平成２７年（２０１５年）７月１５日●3

とき＝７月２９日（水）午後１時１５分～２時１５分受
け付け（時間厳守）　ところ＝市民健康センター 
対象＝平成２７年１月生まれ（対象者には個人通知
します）と対象月に受けられなかった１歳未満児

とき＝７月１７日（金）午前９時３０分～１０時３０分受
け付け　ところ＝市民健康センタ
ー　内容＝身体測定と食事・発育
状態・育児の相談　持ち物＝母子
健康手帳　参加方法＝直接会場へ

とき＝随時　ところ＝市民健康センター　内容＝
食事療法や健康全般についての栄養
士・保健師による相談　持ち物＝健
康手帳（お持ちでない方には当日発
行します）　申込方法＝電話予約

個別健康相談BCG接種 育児相談

　高齢者虐待とは、高齢者（６５歳以上）を世
話する家族や養介護施設従事者などによる虐
待をいい、次の五つの種類があります。
①心理的虐待
　威圧的な言葉や態度の脅し、無視、嫌がら
せによって精神的な苦痛を与えることなど
②介護・世話の放棄・放任
　水分や食事の提供、入浴などの世話を放棄
することなど
③身体的虐待
　暴力行為、外部との接触を意図的に遮断す
る行為、意図的に薬を過剰に与えることなど
④経済的虐待
　本人にとって必要な金銭を渡さない、使わ
せない、本人の合意なしに財産やお金を使用
することなど
⑤性的虐待
　本人の嫌がる性的な行為やその強要を行う
ことなど
地域包括支援センターへご相談を
　上記のような、高齢者にとっても世話をす
る人にとっても悲しい事態を未然に防止する
ため、普段から近隣の高齢者に目を配りまし
ょう。もし、「これって虐待かも…」と思う
ことがありましたら、お住まいの地区を担当
する下表の地域包括支援センターへご相談く
ださい（担当地区など詳しくは担当へ）。

担当　　　　　　　　　　　　　介護保険課
　　　　　1０４６（２５２）７０８４　5０４６（２５２）８２３８

連絡先名称
1０４６（２５６）９００７
5０４６（２５１）８３８３

地域包括支援センター
第二座間苑

1０４６（２５８）２０３０
5０４６（２５７）１８０３

ベルホーム地域包括
支援センター

1０４６（２６６）５２２２
5０４６（２５６）０６５０

相模台地域包括支援
センター

1０４６（２６６）２００５
5０４６（２６６）２００９

座間市社協地域包括
支援センター

　最近、犬の散歩の仕方やふん尿の放置、野
良猫への無責任な餌付けなど、さまざまな苦
情や問題が増えています。ほとんどの事例は、
一部の飼い主のモラルのなさ、無責任さが原
因です。近隣で生活する方の中には、動物が
苦手な方やふん尿などの被害に迷惑している
方もいます。飼育マナーやルールを守り、周
囲の方に迷惑がかからないよう、人と動物が
共生できる環境づくりに配慮しましょう。
担当　　　　　　　　　　　　健康づくり課
　　　　　1０４６（２５２）８２３６　5０４６（２５５）３５５０

犬犬犬犬犬犬犬犬犬・・・・・・・・・猫猫猫猫猫猫猫猫猫ののののののののの飼飼飼飼飼飼飼飼飼育育育育育育育育育にににににににににつつつつつつつつついいいいいいいいいてててててててててのののののののののおおおおおおおおお願願願願願願願願願いいいいいいいいい！！！！！！！！！

　市では①子宮がん施設検診②乳
がん施設検診を実施しています。
受診できる指定医療機関は表１・
２の通りです。
※施設検診と集団検診の重複受診
はできません。
○実施期間　平成２８年２月２９日
（月）まで

○検査内容　①子宮けい部細胞診、
子宮体部細胞診（問診などの結
果、医師が必要と認めた方）②
視触診検査

○対　象　①４月１日現在で２０歳
以上の女性②４月１日現在で３０
歳以上の女性

○受診料　①子宮けい部細胞診の
みは１，７００円、子宮けい部細胞診
と子宮体部細胞診は２，５００円②
７００円
○申込方法　５月に郵送済みの受
診確認票を持参して、表１・２
の指定医療機関に予約

担当　　　　　　　健康づくり課
 1０４６（２５２）７２２５　 5０４６（２５５）３５５０

表１　子宮がん施設検診指定医療機関
電話所在地医療機関名

０４６（２５５）３５４１入谷４－２６９０－２９金子産婦人科医院

０４６（２５３）３５１１相武台１－２０－２１シロタ産婦人科

０４６（２９２）１３１１海老名市河原口１５１９
海老名総合病院付属海老名
メディカルサポートセンタ
ーヘルスサポートセンター

０４６（２３１）１５３４海老名市柏ヶ谷１１４１ますだ産婦人科

０４６（２１０）７５１１海老名市中央２－８－８
－２階愛和レディースクリニック

０４６（２３４）３２１４海老名市東柏ヶ谷３－３
－１９－２階

さがみ野レディスクリニッ
ク

０４６（２３６）１１０５海老名市中央２－９－５０
－２４階

海老名レディースクリニッ
ク

０４６（２９２）１１０７海老名市中央３－３－１
－４階

第２海老名レディースクリ
ニック

０４６７（７８）０３００綾瀬市深谷中４－１４－６茂木産婦人科医院

０４６７（７７）５１１１綾瀬市深谷３８１５綾瀬厚生病院

表２　乳がん施設検診指定医療機関
電話所在地医療機関名

０４６（２５５）３５４１入谷４－２６９０－２９金子産婦人科医院

０４６（２５７）２２６１入谷５－１８８１－５８－２階伊藤クリニック

０４２（７４２）６８６６相模が丘５－４２－１０－１
階相模が丘内科

０４６（２５６）５１１１相武台１－９－７相武台病院

０４６（２５４）３２２１相武台１－２６－２４相武台外科胃腸科医院

０４６（２５５）３２２８相武台２－３８－３１馬來内科胃腸外科

０４６（２５７）７７３７相武台３－４２－６１－１階たかはしクリニック

子子子子子子子子子宮宮宮宮宮宮宮宮宮がががががががががんんんんんんんんん・・・・・・・・・乳乳乳乳乳乳乳乳乳がががががががががんんんんんんんんん施施施施施施施施施設設設設設設設設設検検検検検検検検検診診診診診診診診診

救急診療 担当　医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

※聴覚障がいのある方の問い合わせ先　5１１９
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

受付時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

◆深　夜

受付時間診療場所電話番号診療科目
月曜～金曜日 　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外　科
月曜～金曜日 　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３
小児科

（外科系を除く）

◆夜　間

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内科・外科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３
小児科

（外科系を除く）

◆休日（日曜日・祝日）昼間

地地地地地地地地地域域域域域域域域域ぐぐぐぐぐぐぐぐぐるるるるるるるるるみみみみみみみみみででででででででで高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待ををををををををを
防防防防防防防防防止止止止止止止止止しししししししししままままままままましししししししししょょょょょょょょょううううううううう
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動
や
民
間
業
者
へ
の
委
託
は
一

切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
が
個
人
敷
地
内
の
点
検
・
調

査
を
行
う
場
合
は
事
前
に
お
知

ら
せ
し
て
お
り
、
い
き
な
り
訪

問
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
な
場
合
は
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、
担

当
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
宅
内
の
排
水
管
の
詰

ま
り
の
場
合
は
、
ご
自
分
で
調

べ
た
業
者
に
依
頼
す
る
か
、
市

管
工
事
業
協
同
組
合
（
1
０
４

６
（
２
５
１
）
５
１
７
９
）
に

連
絡
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ 

い
。

〈
も
し
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
ら
…
…
〉

　

訪
問
販
売
に
つ
い
て
は
、
契

約
か
ら
８
日
以
内
に
手
続
き
す

れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
ま
す
。
下
記
座
間
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
契
約
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

光
化
学

光
化
学
スス
モ
ッ
グ

モ
ッ
グ
な
ど
の

な
ど
の
発発
生生
に
ご
に
ご
注注
意意
をを
！！

担
当　
　
　
　

環
境
政
策
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
2
1
4

5
0
4
6（
2
5
7
）7
7
4
3
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催
眠
商
法
と
は
、
無
料
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
格
安
商
品
の
販
売
を

う
た
っ
て
会
場
に
客
を
集
め
、

冷
静
な
判
断
力
を
失
わ
せ
た
上

で
高
額
な
商
品
を
売
り
付
け
る

商
法
で
す
。

【
事
例
１
】

　

「
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
進
呈
」

と
い
う
新
聞
の
折
込
広
告
を
見

て
会
場
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
手

を
挙
げ
た
人
に
日
用
品
や
自
然

食
品
を
格
安
で
販
売
し
て
い
た
。 

自
分
も
雰
囲
気
に
の
ま
れ
、
最

後
に
「
定
価　

万
円
の
磁
気
マ

６０

ッ
ト
レ
ス
を
今
日
だ
け
半
額
に

す
る
」
と
勧
め
ら
れ
契
約
し
て

し
ま
っ
た
。

【
事
例
２
】

　

友
人
に
誘
わ
れ
て
出
か
け
た

会
場
で
、
販
売
さ
れ
て
い
る
商

品
が
健
康
に
良
い
と
い
う
話
を

聞
き
、
ま
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
え
る
の
で
毎
日
販
売
会
に
通

っ
て
い
た
。
販
売
員
か
ら
次
々
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道
路
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公

共
施
設
で
す
。
安
全
で
快
適
な

空
間
と
し
て
使
え
る
よ
う
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
違
法
駐
車
・
違
法
駐
輪
は
や

め
ま
し
ょ
う

　

違
法
駐
車
・
違
法
駐
輪
は
交

通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
緊
急
時

の
通
行
を
妨
げ
、
救
命
救
急
の

支
障
に
な
り
ま
す
。

◆
道
路
に
障
害
物
を
置
く
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う

　

道
路
に
立
て
看
板
や
商
品
を

陳
列
す
る
と
通
行
に
支
障
が
出

て
、
通
行
人
の
転
倒
や
け
が
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
道
路
を
占

用
す
る
と
き
は
道
路
管
理
者
か

ら
道
路
占
用
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
道
路
上
の
広
告
物
は

県
屋
外
広
告
物
条
例
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
生
け
垣
の
手
入
れ
は
忘
れ
ず

に

　

生
け
垣
や
植
木
が
道
路
に
張

り
出
す
と
、
通
行
す
る
人
や
車

な
ど
に
と
っ
て
支
障
に
な
り
ま

す
。
道
路
に
張
り
出
さ
な
い
よ

う
に
、
し
っ
か
り
と
手
入
れ
や

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

夏
は
冷
房
の
使
用
な
ど
に
よ

り
電
気
使
用
量
が
増
え
る
季
節

で
す
。
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う

に
注
意
し
な
が
ら
、
ご
家
庭
で

無
理
の
な
い
上
手
な
節
電
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
で
で
き
る
節
電　

６
つ

の
ポ
イ
ン
ト
】

①
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
！

ス
イ
ッ
チ
オ
フ
で
電
気
使
用
は

必
要
最
小
限
に
！
②
待
機
電
力

を
削
減
！
使
用
し
て
い
な
い
場

合
に
も
電
力
が
消
費
さ
れ
る
待

機
電
力
を
削
減
！
③
エ
ア
コ
ン

で
節
電
！
設
定
温
度
・
風
向
き

を
調
節
し
て
節
電
！
④
冷
蔵
庫

で
節
電
！
扉
の
開
閉
時
間
を
短

く
、
詰
め
込
む
量
も
考
え
て
節

電
！
⑤
照
明
で
節
電
！
明
る
さ

や
点
灯
時
間
を
調
節
し
て
節 

電
！
⑥
テ
レ
ビ
で
節
電
！
主
電

源
Ｏ
Ｆ
Ｆ
・
明
る
さ
を
調
節
し

て
節
電
！
（
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
）

【
市
の
取
り
組
み
】

・
夏
の
節
電
対
策
期
間
は
、
７

月
１
日
か
ら
９
月　

日
ま
で
と

３０

し
、
市
内
公
共
施
設
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
電
力
消
費

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
節
電

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
市
役
所
へ
来
庁
さ
れ
る
方
に

う
ち
わ
を
貸
し
出
し
ま
す
（
１

階
・
２
階
窓
口
）
。

・
市
の
各
課
に
「
節
電
リ
ー
ダ

ー
」
を
置
き
、
き
め
細
や
か
な

省
エ
ネ
行
動
を
実
践
し
ま
す
。

　

近
年
、
「
市
役
所
の
方
か
ら

来
ま
し
た
」
「
宅
内
の
下
水
管

の
清
掃
は
義
務
で
す
」
な
ど
と

言
っ
て
訪
問
し
、
宅
地
内
の
下

水
の
点
検
や
清
掃
な
ど
を
行
い
、 

高
額
な
料
金
を
請
求
す
る
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

〈
こ
ん
な
手
口
に
ご
注
意
を
〉

●
「
定
期
的
に
掃
除
す
る
義
務

が
あ
る
」
な
ど
虚
偽
の
説
明

●
「
不
衛
生
」
「
近
所
迷
惑
」

な
ど
不
安
を
か
き
立
て
る
説
明

●
「
市
役
所
の
方
か
ら
来
ま
し

た
」
「
市
に
は
話
し
て
あ
り
ま

す
」
な
ど
誤
解
を
招
く
表
現

●
「
特
別
に
安
く
し
ま
す
」
な

ど
根
拠
無
く
有
利
で
あ
る
と
思

わ
せ
る
言
い
方

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
営
業
活

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
工
場

や
自
動
車
な
ど
の
排
出
ガ
ス
に

含
ま
れ
て
い
る
窒
素
酸
化
物
や

揮
発
性
有
機
化
合
物
が
紫
外
線

を
受
け
て
光
化
学
反
応
を
起
こ

し
、
汚
染
物
質
（
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
）
を
生
成
す
る
こ
と

に
よ
り
発
生
し
、
喉
や
目
に
痛

み
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き

は
、
駅
や
学
校
な
ど
に
黄
色
い

看
板
を
掲
示
し
、
防
災
無
線
と

緊
急
情
報
い
さ
ま
メ
ー
ル
で
皆

さ
ん
に
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す

昨年整備した相武台前駅南口の前を通る市道５号線

　

市
で
は
、
紙
類
を
資
源
物
と

し
て
収
集
し
、
再
利
用
し
て
い

ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
の
た
め
分
別
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

【
資
源
物
（
紙
）
と
し
て
出
せ

る
物
】

新
聞
紙
・
チ
ラ
シ
類
、
雑
誌
、

古
本
、
段
ボ
ー
ル
、
お
菓
子
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
な
ど
の
ボ
ー

ル
紙
、
牛
乳
パ
ッ
ク
類
、
ミ
ッ

ク
ス
ペ
ー
パ
ー
（
は
が
き
、
封

筒
、
コ
ピ
ー
用
紙
、ポ
ス
タ
ー
）

な
ど

【
出
し
方
】

・
種
類
ご
と
に
ひ
も
で
十
文
字

に
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
箱
は
開
い
た
状
態
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
牛
乳
パ
ッ
ク
類
は
水
洗
い
し
、 

乾
か
し
た
状
態
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
出
す
と
き
の
注
意
事
項
】

・
レ
シ
ー
ト
、
写
真
、
ア
ル
ミ

箔
が
貼
っ
て
あ
る
パ
ッ
ク
な
ど

は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
収
集
は
、
紙
の
種
類
ご
と
に

行
い
ま
す
の
で
、
一
部
残
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
も
別
の
車

が
収
集
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

・
雨
天
で
も
収
集
を
行
い
ま
す

が
、
大
雨
や
台
風
の
と
き
は
、

次
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

に
勧
め
ら
れ
た
健
康
食
品
や
高

額
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
購
入
し

た
。
貯
蓄
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
て

し
ま
い
今
後
の
生
活
が
心
配
で

あ
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

催
眠
商
法
は
販
売
員
が
巧
み

な
話
術
で
場
を
盛
り
上
げ
ま
す

が
、
高
額
商
品
の
販
売
が
目
的

で
す
。
景
品
を
も
ら
う
だ
け
の

つ
も
り
が
高
額
な
契
約
を
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
ら
座
間
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
で
、
屋
外
で
の
激
し
い
運
動

は
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
微

小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）

も
県
か
ら
高
濃
度
予
報
な
ど
を

受
信
し
た
場
合
、
防
災
無
線
と

緊
急
情
報
い
さ
ま
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
不
要
不

急
の
外
出
を
控
え
、
屋
外
で
の

激
し
い
運
動

は
控
え
ま
し

ょ
う
。

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
・

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
・

８
月

　
　
　
　
　
　

８
月　

日
は
「
道
の
日
」

日
は
「
道
の
日
」

１０１０

担
当　
　
　
　
　
　

道
路
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
5
6
4

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）
に
ご
注
意
を
！

催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）
に
ご
注
意
を
！

担
当　
　

広
報
広
聴
人
権
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
1
4
6

5
0
4
6（
2
5
2
）0
2
2
0

夏
の
節
電
に
ご
協
力
を
！

夏
の
節
電
に
ご
協
力
を
！

担
当　
　
　
　

環
境
政
策
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
7
5

5
0
4
6（
2
5
7
）7
7
4
3

下
水
道
点
検
商
法
に
ご
注
意
を

下
水
道
点
検
商
法
に
ご
注
意
を

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
5
8
7

5
0
4
6（
2
5
7
）4
1
5
5

資
源
物
（
紙
）
の
正
し
い
出
し
方
、

資
源
物
（
紙
）
の
正
し
い
出
し
方
、

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か

担
当　
　
　
　

資
源
対
策
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
9
8
5

5
0
4
6（
2
5
2
）7
6
1
6

座座間間市市消消費費生生活活セセンンタターー
11００４４６６（（２２５５２２））８８４４９９００

相談時間　月曜～金曜日（年
末年始、祝・休日を除く）午
前９時３０分～正午、午後１時
～３時３０分
※偶数月の第２水曜日は午
後のみ。

　市交通安全対策協議会では「交通事故抑止、
交通事故防止」をテーマに標語（一人１点限り）
を募集します。
○応募資格　市内在住・在勤・在学者
○応募方法　はがき１枚につき標語１点として、 
住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、９月
４日（金）までに〒２５２－８５６６座間市役所安全
防災課宛て郵送（当日消印有効）または直接
担当へ持参
※市内小学校および養護学校の児童・生徒は、
それぞれの学校に提出してください。
※上位入賞者を１１月１５日（日）開催予定の交通
安全推進大会で表彰します。
担当　市交通安全対策協議会（安全防災課内）
　　　　　　1０４６（２５２）８１５８　5０４６（２５２）７７７３

交通安全標語を募集交交通通安安全全標標語語をを募募集集
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平
成

年
度
下
半
期
の
財
政
状
況

２６

笑
顔
の
種
を
ま
く

　

平
成　

年
度
下
半
期
（
平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月

２６

２６

１０

２７

　

日
）
の
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

３１

市　　税 

２０ ０ ４０ ６０ ８０ １００ １２０ １４０ １６０ １８０ ２００ 
（億円） 

歳入の状況 予算現額 
収入済額（収入率） 

３８７億７，９８８万６千円 
３４１億１，６７１万３千円（８８．０％） 

７５億３，２９２万５千円 

２２億１，９７５万４千円 
１３億７，６５６万１千円（６２．０％） 

２１億６，００４万５千円 
２１億６，００４万５千円（１００％） 

１２億１，０９５万４千円 
６億１，５０９万９千円（５０．８％） 

７億２，４８５万７千円 
７億２，４８５万７千円（１００％） 

３６億２，７５０万７千円 
予算現額 
収入済額（収入率） 

３１億１，２１１万７千円（８５．８％） 

６３億３，２０７万円（８４．１％） 

３１億６，８７６万７千円 
２２億３，０１６万７千円（７０．４％） 

２０ ０ ４０ ６０ ８０ １００ １２０ １４０ １６０ １８０ 
（億円） 

歳出の状況 予算現額 
支出済額（執行率） 

３８７億７，９８８万６千円 

（平成２７年３月３１日現在） 

３４５億　１６９万１千円（８９．０％） 

予算現額 
支出済額（執行率） 

１７５億　２９９万７千円 
１６７億１，９５５万７千円（９５．５％） 

１８１億３，５０７万７千円 
１７５億６，５７９万７千円（９６．９％） 

５０億　９６４万８千円 

３２億７，６２６万５千円 
２４億３，９４０万６千円（７４．５％） 

３２億５，７４０万６千円 
３０億１，０３１万９千円（９２．４％） 

２８億９，７０３万２千円 
２８億４，９１２万４千円（９８．３％） 

２１億１，２８５万３千円 
 １４億９，７０２万７千円（７０．９％） 

９億１，５４９万円 
６億５，５０１万７千円（７１．５％） 

３８億４，０３３万５千円（７６．７％） 

３８億　８１９万５千円 
 ３４億９，０９０万６千円（９１．７％） 

国　　庫 
支　出　金 

市　　債 

県支出金 

地　　方 
交　付　税 

繰　入　金 

繰　越　金 

そ　の　他 

民生費 

総務費 

教育費 

土木費 

衛生費 

公債費 

消防費 

その他 

担
当　
　
　
　
　

財
政
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
4
0
4

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

歳　出
高齢者や障がい者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費民 生 費
住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などの経費総 務 費
小・中学校での教育、生涯学習などの経費教 育 費
道路、河川、公園などの整備のための経費土 木 費
ごみ処理や市民の健康の維持・増進などに必要な事業のための経費衛 生 費
市の借金の元金と利子を支払うための経費公 債 費
消防、救急活動、防災など市民の安全を守るための経費消 防 費
農業、商・工業の振興、議会運営などの経費そ の 他

歳　入
市民税や固定資産税などの市に納められた税金市 税
国から交付される補助金や負担金など国庫支出金
公共施設の整備などをするときに借りる市の借金市 債
県から交付される補助金や負担金など県 支 出 金
国税として納められた後、地方公共団体の財政需要により配分される税金地方交付税
積み立てられた資金などから引き出したお金繰 入 金
前年度から繰り越したお金繰 越 金
使用料、手数料などそ の 他

市の負債

増減額平成２６年９月末
現在

平成２７年３月末
現在区 分

１０億２，２３１万円２４２億９，８３４万円２５３億２，０６５万円市　 債

４３７万円９億７，５７７万円９億８，０１４万円土地開発公
社の借入金

１０億２，６６８万円２５２億７，４１１万円２６３億７９万円合 計

市の財産

増減額等平成２６年９月末
現在

平成２７年３月末
現在区 分

６，８１７㎡９４２，６７３㎡９４９，４９０㎡土 地
▲７㎡２５１，４４２㎡２５１，４３５㎡建 物

１億５，８０３万円２８億１，８３８万円２９億７，６４１万円基 金
４８万円２億６，１６１万円２億６，２０９万円有価証券など

市の財産と負債（一般会計）

●６ 

●５ 

●４ 

●３ ●２ 
●１ 肥料まき ●２ ヒマワリの種 ●３ 種まきの機械を調節 ●４ 種まき ●５ 中耕 ●６ 種をまく中学生

一般会計

特別会計および企業会計

（平成２７年３月３１日現在）特別会計の歳入・歳出の状況
執行率

％
支出済額

千円
収入率

％
収入済額

千円
予算現額

千円区　　　　分

８９．３１３，０５３，３６６８５．２１２，４５１，７５０１４，６１２，５７３国民健康保険事業特別会計
８９．５２，７４５，８９９６９．２２，１２３，２７２３，０６６，４７６公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
９０．３６，２１９，６６０９４．８６，５２８，７８６６，８８９，４８１介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
９１．７１，１２１，７４７９５．８１，１７２，０５２１，２２３，７９３後期高齢者医療保険事業特別会計

（平成２７年３月３１日現在）企業会計の収入・支出の状況
執行率

％
支出済額

千円
収入率

％
収入済額

千円
予算現額

千円区　　　　分

－－９０．７１，９８９，０４２２，１９２，９４８収益的収入

水道事業会計
９１．２１，９４８，０２７－－２，１３４，８５５収益的支出
－－５９．４２９３，９８８４９５，２４８資本的収入
８２．２１，１４８，８４３－－１，３９７，７９１資本的支出 

用 語 解 説

●１ 

市市
内内
中中
学学
校校
のの
取取
りり
組組
みみ

前
に
行
い
ま
す
。
ヒ
マ
ワ
リ
の
成
長

の
大
敵
の
一
つ
は
、
種
を
食
べ
て
し

ま
う
「
鳥
」
で
、
大
き
な
音
が
鳴
る

装
置
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

栗
原
会
場
で
は
、
種
ま
き
の
約
１

カ
月
後
に
、
畑
の
中
の
雑
草
を
取
り

除
く
「
中
耕
」
や
会
場
の
雑
草
の
刈

り
取
り
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ず
れ
の
会
場
も
、
ひ
ま

わ
り
ま
つ
り
が
近
く
な
る
と
畑
の
中

に
通
路
を
作
り
ま
す
。
背
の
高
く
な

っ
た
ヒ
マ
ワ
リ
は
風
に
弱
く
、
台
風

な
ど
の
影
響
で
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

西
中
学
校
で
は
、
「
２
学
期
の
始

業
式
を
座
間
市
ら
し
い
も
の
に
」
と

ヒ
マ
ワ
リ
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

生
徒
か
ら
な
る
「
ひ
ま
わ
り
実
行
委

員
」
が
栽
培
の
準
備
を
進
め
、
全
校

生
徒
で
種
ま
き
と
草
む
し
り
を
行
い
、 

始
業
式
に
は
満
開
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
生

徒
を
迎
え
ま
す
。

　

種
ま
き
は
、
大
型
の
機
械
を
使
う

な
ど
し
て
開
花
予
定
日
の
約
２
カ
月

　

市
内
の
一
部
の
農
家
で
は
、
作
物

を
育
て
て
い
な
い
期
間
、
畑
が
雑
草

で
荒
れ
な
い
よ
う
に
ヒ
マ
ワ
リ
を
栽

培
し
て
き
ま
し
た
（
休
耕
地
対
策
）。

　

現
在
で
も
座
間
会
場
な
ど
の
畑
で

は
、　

月
〜
翌
年
の
６
月
中
旬
ま
で

１０

「
麦
」
を
栽
培
し
、
刈
り
取
っ
た
後

に
ヒ
マ
ワ
リ
を
育
て
て
い
ま
す
。
栗

原
会
場
の
畑
で
は
、
耕
作
し
て
い
な

い
畑
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
で
一
面
に
咲
き

誇
る
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
地
元
農
家
の
方

を
中
心
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
初

夏
か
ら
始
ま
る
栽
培
は
、
炎
天
下
に

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
多

く
の
方
に
ヒ
マ
ワ
リ
を
見
て
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い

で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

休休
耕耕
地地
対対
策策
とと
しし
てて
のの

ひひ
まま
わわ
りり
畑畑

〜
ひ
ま
わ
り
畑
が
で
き
る
ま
で

〜
ひ
ま
わ
り
畑
が
で
き
る
ま
で

〜
ひ
ま
わ
り
畑
が
で
き
る
ま
で

笑
顔
の
種
を
ま
く

笑
顔
の
種
を
ま
く

担
当

商
工
観
光
課

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

商
工
観
光
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
0
4

0
4
6（
2
5
2
）7
6
0
4　

5
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居住地区氏名
新田宿池上　春夫
緑ケ丘前田　勝義
南栗原森田　洋一
入谷山本　慶子
小松原堀田　直美
東原瀬戸　尚子

相模が丘瀬戸　晃　

市総合体育大会　テニスの部

とき＝８月３０日、９月６日いずれも
日曜日午前９時～（予備日は９月２０
日（日））　ところ＝ひまわり公園
テニスコート　種目＝男子ダブルス
①一般②４５歳以上③５５歳以上、女子
ダブルス④一般⑤５０歳以上※年齢別
種目は、両者が規定年齢以上。　競
技方法＝トーナメント方式　参加資
格＝市内在住・在勤・在学者および
市テニス協会員　参加費＝一組２千
円（大会当日に会場で支払い）　申
込方法＝８月９日（日）までに市テ
ニス協会事務局1０４６（２５１）６７９７（Ｏ
ＴＳテニススクール内、月曜日を除
く午前９時～午後１時）
担当　　　　　　　　　スポーツ課
　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

こころの育児サロン
ハートの子育て

とき＝９月４日・１１日・１８日・２５日、
１０月２日・９日・１６日・２３日・３０日
いずれも金曜日午前１０時～１１時４５分
（全９回）　ところ＝市役所会議室
他　内容＝「親子でもぐもぐパクパ
ク～楽しく食育～」他　対象＝市内
在住で妊娠中の方と夫、乳幼児を持
つ親（全て出席できる方優先）　定
員＝２０人（多数抽選）　参加費＝無
料　保育＝有り（原則２歳以上で一
人９００円（おやつ代）、保育説明会を
８月２８日（金）に実施）　申込方法
＝８月４日（火）までに電話、ファ
クスまたは直接担当へ
担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

こころの育児サロン
ハートの子育て公開講座

とき＝９月１８日（金）午前１０時～１１
時４５分　ところ＝サニープレイス座
間（総合福祉センター）　内容＝「子
育てにおいて大切なものとは？」を
テーマにした講話　講師＝児童精神
科医　佐々木正美さん　対象＝市内
在住で○Ａ 乳幼児を持つ親○Ｂ 妊娠中の
方と夫○Ｃ 子育て支援活動をしている
方※０歳児を連れて入場可。　定員
＝１００人（多数抽選）　費用＝無料　
保育＝有り（一人１００円（おやつ代）） 
申込方法＝７月３１日（金）までに往
復はがきに住所、氏名、ふりがな、
年齢、電話番号、対象区分の○Ａ ○Ｂ ○Ｃ 
のいずれか、講座会場に０歳児を連
れてくる場合、子どもの氏名、ふり
がな、性別、月齢、保育希望者は子
どもの氏名、ふりがな、性別、年齢
（月齢）、オムツ・アレルギーの有
無を記入の上、〒２５２－８５６６座間市役
所生涯学習課　こころの育児サロン

公共下水道（汚水）管には
雨どいなどの雨水を流さないで

　市の公共下水道は、汚水管と雨水
管に分けています（分流式）。皆さ
んの家庭や事業場から出る汚水は、
汚水管を通って、茅ヶ崎市にある柳
島処理場に集められ処理されていま
すが雨どいからの雨水が、誤接続な
どにより汚水管に流れ込み、処理場
の能力を超えて、処理機能を損なう
事態が起きています。雨どいなどの
誤接続がある場合は、早急に切り離
し、汚水管には絶対に雨水を流さな
いようお願いします。
担当　　　　　　　　　　下水道課
　1０４６（２５２）８５８７　5０４６（２５７）４１５５

原爆写真パネル展

　市原水爆禁止協議会では、原爆の
恐ろしさをもう一度知っていただく
ため「原爆写真パネル展」を次の通
り開催します。
とき＝７月２７日（月）～８月１８日（火）
午前８時３０分～午後５時１５分　とこ
ろ＝市役所１階市民サロン　入場＝
自由※市原水爆禁止協議会は、我国
が唯一の被爆国として、“ふたたび
悲惨な犠牲者を出さないよう”思想・
信条・政治的立場など全てを超越し
て市独自の市民ぐるみの素朴な原水
爆禁止運動を展開し、核廃絶を達成
することを目的とした協議会で、原
水爆禁止の市民啓発、被爆者援護、
原水爆禁止募金を主とした活動を行
っています。
担当　　　　　　　広報広聴人権課
　1０４６（２５２）８０８７　5０４６（２５２）０２２０

第１回市カローリング大会

とき＝８月２２日（土）午前９時３０分
～１１時３０分（受け付けは午前９時～） 
ところ＝スカイアリーナ座間（市民
体育館）３階大体育室　対象＝市内
在住・在勤・在学者　部門＝①ジュ
ニア・ファミリーの部（小学生のみ
または小学生と大人で編成）②一般
の部（中学生以上で編成）　チーム
編成＝全ての部門１チーム３人で出
場。※中学生以下は参加承諾書を提
出。　申込方法＝８月７日（金）ま
でに担当で配布する用紙（市ホーム
ページからダウンロード可）に必要
事項を記入の上、郵送、ファクスま
たは直接担当へ
担当　　　　　　　　　スポーツ課
　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

第２８回統計グラフコンクール
作品募集

　市と市統計調査員協議会では、小・
中学生を対象に統計グラフコンクー
ルを開催します。
募集内容▽小学１年～４年生＝自己
観察結果やアンケート調査結果をグ
ラフにしたもの▽小学５年～中学生
＝自由（上記の内容の他、統計資料
の表をグラフにしたものなど）※ど
ちらも自分で作成したもの　対象＝
市内在住の小・中学生　応募規定＝
Ｂ２判（７２．８センチ×５１．５センチ）
の大きさの紙を使用。色彩や紙質は
自由。縦、横どちらも可※市販のＢ
２判の紙が規定のサイズより大きい
場合は、裁断して調整してください。
※必要な方へ担当でラシャ紙を配布
しています（無くなり次第終了）。 
応募方法＝次の①を作品の裏面下端
に、②を裏面中央にのり付けし、２
学期の始めに各学校へ提出。市外の
学校へ通学している児童・生徒は９
月２日（水）までに直接担当へ
①利用した統計資料や観察記録を記
載したＡ４判程度の用紙②市内各小・ 
中学校で配布する応募票または縦１５
センチ×横２０センチ程度の用紙に表
題、応募部門、市名（直接提出の場
合は住所）、学校名、学年、氏名を
明記したもの　賞品＝入賞者には賞
状・副賞を贈呈。応募者全員に記念
品を贈呈※優秀な作品は、県統計グ
ラフコンクールへ出品します。また、
上位入賞作品は１１月中旬頃から市役
所１階市民サロンで約２週間展示す
る予定です。
担当　　　　　　　情報システム課
　1０４６（２５２）８３７９　5０４６（２５５）３５５０

危険物取扱者保安講習会

とき＝８月～１０月（次回は、平成２８
年１月～３月を予定）　ところ＝県
内１０会場※講習種別によって日時や
会場が異なりますので、詳しくは担
当にお問い合わせください。　対象
＝危険物施設における危険物の貯蔵
取扱作業従事者で、次のいずれかに
該当する方①継続して従事している
方で、前回受講日以後における最初
の４月１日から３年以内②新たに、
または再び従事することになった日
から１年以内③上記②のうち、過去
２年以内に免状の交付または講習を
受けた方で、受講日以後における最
初の４月１日から３年以内※受講義

お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前８時３０分～
午後５時１５分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

8
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

3130

7
土金木水火月日
4321
111098765
18171615141312
25242322212019

313029282726

務の無い方でも免状所持者であれば、 
希望者は受講できます。　受講料＝
４，７００円　申込方法＝担当および東・
北分署に備え付けの申請書に必要事
項を記入し、申請書に記載されてい
る申請先へ郵送
担当　　　　　　　消防本部予防課
　1０４６（２５６）２１８７　5０４６（２５６）３２２５

新しい人権擁護委員を委嘱

　人権擁護委員は、基本的人権を守
るとともに、その普及と意識の高揚
を図るため、問題解決の相談や啓発
活動にあたっています。今回、瀬戸
晃さんが法務大臣から新たに人権擁
護委員に委嘱されました。また、池
上春夫さんも再任されました。なお、
市の人権擁護委員は、下表の通りで、
毎月第２火曜日午前９時～１１時３０分
に市役所で人権相談を受け付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。

担当　　　　　　　広報広聴人権課
　1０４６（２５２）８０８７　5０４６（２５２）０２２０

腎機能障がい者に入浴券を配布

　市内在住の腎機能障がい者に、相
模健康センター（東原三丁目）の入
浴券を配布します。　
負担金＝一人６千円　申込方法＝氏
名、住所、電話番号、通院されてい
る医療機関名を、７月３１日（金）ま
でに電話またはファクスで担当へ※
今年度の日帰りバス旅行に参加した
方は申し込みできません。
担当　　市障害者団体連合会事務局
　　　　　（市社会福祉協議会内）
　1０４６（２６６）２００１　5０４６（２６６）２００９

平成２７年１月１日～６月３０日
（物件事故を含まず）

※火災・災害情報の問い合わせは、
テ レホンサービス1０４６（２５１） １３９９へ 。

負傷者死者件数
 ２１９ ０１９４２７年
 ２７４ １ ２３２２６年
－５５ －１ －３８増減

救急車（件）消防車（件）
 １ 月～６ 月（累計）６月 １ 月～６ 月（累計）６月
２６１２４２２３１４４８２７年
２６７９４２２３５９５３２６年
－６７０－４５－５増減

消防件数

交通事故件数

広報ざま【座間市のお知らせ】No.９８２　　平成２７年（２０１５年）７月１５日●6

防
災
行
政
無
線
の
内
容
は
、
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス　

7
０
１
２
０（
６
７
３
）６
７
９
で
確
認
で
き
ま
す
。

公開講座担当宛てに郵送（当日消印
有効）
担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

教育講演会

とき＝８月１９日（水）午前１１時１５分
～午後０時３０分　ところ＝ハーモニ
ーホール座間（市民文化会館）小ホ
ール　内容＝「ボクシングで学んだ
こと」をテーマにした講話　講師＝
大橋ボクシングジム会長　大橋秀行
さん　対象＝どなたでも　定員＝３００ 
人（申込順）　申込方法＝電話、フ
ァクスまたは直接担当へ
担当　　　　　　　　　教育研究所
　1０４６（２５２）８４６０　5０４６（２５２）４３１１

再生家具の展示・販売

　粗大ごみとして各家庭から出され
た家具などを補修して展示し、希望
者に販売します（多数抽選）。
購入申込＝７月２５日（土）～８月７
日（金）午前９時～午後５時※毎週
月曜日（祝・休日の場合は翌日）は
休館です。　販売抽選＝８月８日（土） 
午前１０時～　ところ＝リサイクルプ
ラザ（東原二丁目１６番１０号）　対象
＝営利を目的としない市内在住・在
勤・在学者　申込点数＝一人１点ま
で　申込方法＝申込者本人が直接来
館（電話、代理の申し込みは不可）
※購入物は各自お持ち帰りください。
担当　　　　　　リサイクルプラザ
　1０４６（２５２）７９６３　5０４６（２５２）７９６４

障がい者激励１泊旅行

とき＝９月５日（土）～６日（日） 
ところ＝伊豆潮風館　対象＝市内在
住の障がい者とその介助者　参加費
＝一人８千円　申込方法＝参加者全
員の氏名、年齢、住所、電話番号、
車いすの利用の有無を明記の上、７
月２４日（金）までに電話またはファ
クスで担当へ
担当　　市障害者団体連合会事務局
　　　　　（市社会福祉協議会内）
　1０４６（２６６）２００１　5０４６（２６６）２００９

◆夏休みクラフトスクール「麦わら
細工で自分だけの箱を作ろう！」

とき＝８月６日（木）午後１時３０分
～４時　講師＝麦わら細工コレクタ
ー　金子皓彦さん　対象＝小学生以
上（低学年は保護者同伴）　定員＝
２０人（申込順）　参加費＝５００円　申
込方法＝電話、ファクスまたは直接
同館へ

◆おもちゃ病院
とき＝７月２５日（土）午前１０時～正
午（受け付けは午前１１時３０分まで） 
内容＝壊れたおもちゃの修理※修理
できない物もあります。　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝２０
組（先着順）　費用＝無料※部品代
などは実費。　参加方法＝当日直接

同センターへ
◆あすなろ大学市民公開講座２
とき＝７月２６日（日）午後１時３０分
～３時３０分　内容＝「あなたに合っ
た日本酒の選び方」　講師＝国際き
き酒師　中條一夫さん　定員＝１５人
（申込順）　申込方法＝電話、ファ
クスまたは直接同センターへ

◆小・中学校教員（臨時的任用教員・
非常勤講師）

応募資格＝小・中学校教員免許を所
持し熱意のある方　業務内容＝産休
代替、育休代替、療休代替など　勤
務日時＝随時　勤務場所＝市内小・
中学校　報酬＝神奈川県の基準に準
ずる　応募方法＝電話で担当へ※日
程調整し面接。
担当　　　　　　　　　学校教育課
　1０４６（２５２）８７３９　5０４６（２５２）４３１１

◆市へ
▽車いす１１台＝さがみ農業協同組合
▽ポータブル蓄電池１台＝オートモ
ーティブエナジーサプライ株式会社
◆公・私立保育園へ
▽絵本４０冊、紙芝居２０部＝日産自動
車株式会社座間事業所

○栗原コミセンこども夏まつり
とき＝７月２６日（日）午前１０時～午
後２時（雨天決行）　ところ＝栗原
コミュニティセンター　内容＝子ど
もも大人も楽しめる景品付きゲーム
コーナー、ミニ模擬店など　入場＝
自由　問い合わせ先＝1０４６（２５７） 
７２１０（同センター）へ
○俳句入門講座
とき＝７月２２日、８月５日・１９日、
９月９日いずれも水曜日午前９時３０
分～正午　ところ＝栗原コミュニテ
ィセンター　内容＝初心者やもう少
し俳句作りを勉強したい方向けの講
座　対象＝なるべく全４回参加でき
る方　定員＝１６人（申込順）　参加
費＝無料　持ち物＝筆記用具　申込
方法＝1０４６（２５７）７２１０（同センタ 
ー）へ
○そば打ち体験講習会
とき＝７月２５日（土）・２６日（日）
午前１０時～午後１時　ところ＝立野
台コミュニティセンター　内容＝そ
ばを作る工程を習う（一人で４人前） 
対象＝高校生以上（初心者歓迎）　
参加費＝一人千円　申込方法＝７月
２２日（水）までに参加費を添えて直
接同センターへ（申込順）　問い合
わせ先＝同センター1０４６（２５５）０８１５
※駐車場はありません。

○夏休み親子で楽しむ写真講座
とき＝８月４日・１８日・２５日いずれ
も火曜日午前９時３０分～１１時３０分　
ところ＝東原コミュニティセンター 
内容＝�橋ぎいちさんを講師に迎え、
写真の撮り方などを学ぶ　対象＝小
学４年生以上ならどなたでも　定員
＝２０人（多数抽選）　参加費＝無料 
持ち物＝筆記用具、デジタルカメラ 
申込方法＝７月２２日（水）までに1 

０４６（２５５）９７７０（同センター）へ
○「横浜弁護士会人権賞」候補者推
薦のお願い
推薦受付期間＝８月３１日（月）まで 
対象＝神奈川県内で人権侵害に対す
る救済活動、人権思想の普及・確立
のための活動、その他人権擁護のた
めの活動をされた個人・団体　贈呈
式＝表彰状、トロフィー、副賞の賞
金を１２月～平成２８年２月頃贈呈予定 
問い合わせ先＝1０４５（２１１）７７０５（横
浜弁護士会「人権賞」係）へ
○自衛官募集
募集種目＝①一般曹候補生（陸・海・
空）②自衛官候補生（陸・海・空）
③航空学生（海・空）　応募資格＝
①１８歳以上２７歳未満（学歴不問）②
１８歳以上２７歳未満（学歴不問）③高
校卒（見込みを含む。）２１歳未満の
者　受付期間＝８月１日（土）～９
月８日（火）　試験日など＝種目に
より異なる　問い合わせ先＝1０４２ 
（７５５）０６９４（自衛隊相模原地域事務 
所）へ
○第５６回日米親善キャンプ座間盆踊
り大会

とき＝８月１日（土）午前１０時３０分
～午後９時（荒天時中止）　ところ
＝キャンプ座間　持ち込めない物＝
大きなバッグ（リュックサックなど
含む）、クーラーボックス、お酒、
瓶やコップなどのガラス類、スケー
トボード、キックボード、犬などの
ペット※入門は徒歩のみ（車、バイ
ク、自転車、ペット同伴での入門は
不可）。※ご来場の際には、公共交
通機関をご利用ください。基地内に
車両（バイク、自転車含む）乗り入
れはできません。また、会場に駐車
場・駐輪場はありません。周辺道路
は全て駐車・駐輪禁止です。※入門
の際に持ち物検査を実施するため、
混雑が予想されます。※入門の際「写
真付き身分証明書」の提示が必須に
なります。詳しくは、在日米陸軍基
地管理本部公式フェイスブック （htt 
p://www.facebook.com/USAG 
Japan）をご覧ください。
○第３５回身体障害者協力登山会・第
３１回光をあびよう車いすハイキン
グの会「身体障害者協力登山会
お中道ハイキング」
　支援ボランティアと身体の不自由
な方の参加者を募集
とき＝８月２日（日）　ところ＝富
士山お中道　内容＝日帰り登山　対
象＝車いす使用の身体障害者、車い
す以外の身体障害者、支援ボランテ
ィアの方　受付期間＝７月２６日（日）
まで、費用など詳細については、お
問い合わせください　問い合わせ先

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１　5０４６（２５３）０７８９

市公民館
1０４６（２５５）３１３１　5０４６（２５２）２７７６

＝山岳集団ベルククラブ本部代表事
務所1０４６５（２３）０４１６5０４６５（２３）６２９０
（室井）へ※電話による問い合わせ
は午後６時以降。
○冒険遊び場体験～いちにちプレイ
パーク～
とき＝７月１８日（土）・１９日（日）
いずれも午前９時～午後３時　とこ
ろ＝芹沢公園　内容＝体を使って元
気に遊ぼう。汚れても良い服装で来
てください　対象＝どなたでも　参
加方法＝当日直接会場へ　問い合わ
せ先＝1０９０（２６５６）２９４３（座間にプレ
イパークを作る会　田坂）へ

○古武道無外流居合・剣術・組太刀・
試し斬り・いさま会
とき＝毎週火曜・水曜・木曜・土曜
日午後７時～９時※土曜日は午前１０
時～午後２時　ところ＝入谷小学校
他　対象＝小学生以上　会費＝月額
２，５００円～４，５００円　連絡先＝1０９０
（５５３７）００８０（藤原）
○空手道拳志会ひばりが丘支部
とき＝毎週火曜・水曜・木曜日午後
７時～９時※水曜日は午後５時～７
時で変更あり。　ところ＝ひばりが
丘コミュニティセンター他　内容＝
空手道指導による青少年の健全育成
（無料体験会あり）　対象＝４歳以
上のどなたでも　会費＝月額２千円
～、入会金４千円　連絡先＝kenshi 
kaihibarigaoka@yahoo.co.jp（星 
山）
○相武台琴の会
とき＝毎月第２・４火曜日午後１時
～３時３０分　ところ＝相武台コミュ
ニティセンター　内容＝大正琴の練
習　対象＝どなたでも（見学・初心
者歓迎）　会費＝月額２千円　連絡
先＝1０４６（２５３）３４７４（佐川）

みんなの広場 

善意のともしび 

お詫びと訂正
本紙７月１日号、６面の北地区
文化センターの夏休み宿題応援
教室の記事で、「①７月２４日 
（火）」は正しくは「①７月２４
日（金）」でした。お詫びして
訂正します。
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座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ

広報広報広報広報

　市教育委員会では、いじめ防止対策推進法、いじめ防止基本方針、神奈
川県いじめ防止基本方針に基づき、座間市いじめ防止基本方針の策定を進
めています。
　このたび、座間市いじめ防止基本方針（案）がまとまりましたので、市
民の皆さんのご意見を募集します。皆さんから頂いたご意見に対する市の
考えは、市ホームページなどで公表します。
○意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学者、市内に事業所などを有
する法人またはその他の団体、公募事案に利害関係を有する方

○募集期間　 7月31日（金）まで
○閲覧場所　市役所 5階教育指導課・ 1階市民情報コーナー、各出張所、
市公民館、北・東地区文化センター、各コミュニティセンター（市ホー
ムページでも閲覧可）

○意見の提出方法　住所、氏名、電話番号を記入の上、任意の様式で郵送
（必着）、ファクス、電子メールまたは直接担当へ

　※市内在勤者は事業所名と所在地、市内在学者は学校名、法人などは名
称・所在地・代表者名を加えてご記入ください。

【郵送】〒252-8566　座間市役所教育指導課
【電子メール】pb103_sidou@city.zama.kanagawa.jp
担当 教育指導課　☎046(252)8732　5046(252)4311

　市では、「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律」（以下、番号法）の施行に伴い、番号法と個人情報保護条
例を整合させるため、個人情報保護条例を一部改正します。
　このたび、「座間市個人情報保護条例の一部を改正する条例」の素案が
まとまりましたので、市民の皆さんのご意見を募集します。皆さんから頂
いたご意見に対する市の考えは、市ホームページなどで公表します。
○意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学者、市内に事業所などを有
する法人またはその他の団体、公募事案に利害関係を有する方

○募集期間　 7月15日（水）～ 8月13日（木）
○閲覧場所　市役所 4階文書法制課・ 1階市民情報コーナー、各出張所、
市公民館、北・東地区文化センター、各コミュニティセンター（市ホー
ムページでも閲覧可）

○意見の提出方法　住所、氏名、電話番号を記入の上、任意の様式で郵送
（必着）、ファクス、電子メールまたは直接担当へ

　※市内在勤者は事業所名と所在地、市内在学者は学校名、法人などは名
称・所在地・代表者名を加えてご記入ください。

【郵送】〒252-8566　座間市役所文書法制課
【電子メール】pb101_gyoukan@city.zama.kanagawa.jp
担当 文書法制課　☎046(252)8144　5046(255)3550

　市と市観光協会では、ひまわり畑で撮影した写真のコ
ンテストを行います。応募票の配布場所など詳しくは問
い合わせ先へ。
○応募規定　今年のひまわり畑で撮影した未発表の作品
（応募作品は返却しません）。四つ切（ワイド可）ま
たはA 4判のカラープリントで一人 3点まで
○応募方法　市役所 4階商工観光課などで配布する応募
票を添付し、8月10日（月） ～ 9月 8日（火） に〒
252-8566座間市役所商工観光課または〒252-0011相武
台 3－42－46市観光協会宛てに郵送（当日消印有効）または担当へ持参
○問い合わせ先　市観光協会☎046(205)6515
担当 商工観光課　☎046(252)7604　5046(255)3550

　子どもの火遊びを原因とする火災は、人目に付かない場所で発生するこ
とが多く、発見が遅れ、大きな火災となります。

ライターなどを子どもの手の届くところに置かない 子どもを残し
ての外出したり、車から離れたりしない 火遊びを見かけたら、注意
してやめさせる 子どもだけで火を使わせない

花火の危険性の認識を！
　夏に使用が増える「おもちゃ花火」の原料は火薬です。必ず大人がそば
につき、注意書きや使用法を守りましょう。

バケツに水を用意する 花火を人や家に向けない 燃えやすい物が
ある場所ではやらない 火が衣服に付かないようにする 風が強いと
きはやらない 大量の花火に一度に火を付けない 必ず片付け、ごみ
は持ち帰る 筒ものの花火は火が消えても筒をのぞかない 夜遅く、
打ち上げ花火など音の大きい花火はやらない

※未消費の（湿気た）花火は、水につけ、濡れたまま小分けして燃えるご
みとして捨ててください。
担当 消防本部予防課　☎046(256)2187　5046(256)3225

　市では、消防団員の士気高揚と操法技術の向上などを目的として、消防
操法大会を開催します。
　同大会は、五つの分団から16部の消防団員が参加し、小型ポンプ操法お
よびポンプ車操法の「安全さ・確実さ・速さ」を競い合います。地域を守
る消防団の活躍をぜひご覧ください。
○と　き　 7月26日（日）午前 8時～正午（荒天時は 8月 2日（日）に順延）
○ところ　入谷小学校校庭

担当 　　消防総務課　☎046(256)2412　5046(256)2215

消防団員募集中!
　市消防団は、地域の災害活動の他、イベントの警備、訓練指導を行
う非常勤特別職の地方公務員です。ご興味のある方は担当へお問い合
わせください。
○入団資格　18歳以上45歳未満の心身ともに健康な市内在住者

立野台下自治会を紹介します （立野台下自治会） 
　立野台 3丁目東側に位置する立野台下
自治会は、立野台コミュニティセンター
を利用し防災訓練などを行っています。
自治会の防災訓練を年2回実施しており、
会員は情報・消火・救出救護・避難誘
導・給食給水班の 5班に分かれて訓練を
行っています。情報班は自治会内の避難
召集や避難受付などを担当し、消火班は消防ポンプの点検や動作確認
を行っています。また、救出救護班は発電機などの機材や資材の点検
と動作確認を行い、避難誘導班は車椅子やリヤカーなどでの避難誘導
訓練やテント・簡易トイレの設置訓練などを行い、給食給水班は炊き
出し訓練などを行っています。どの班も充実した訓練を実施していま
す。 立野台下自治会会長　工藤　髙弘

消火班の訓練の様子

　自治会は、地域住民の安全・安心と地域の発展のため、日頃からさまざ
まな活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活
動に支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎
5046(252)8751までお問い合わせください。
担当 市民協働課　☎046(252)7966　5046(255)3550

自治会トピックス
地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域でででででででででででででたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいままままままままままままま活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななな地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！！地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域ででででででででででででたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいまままままままままままま活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心なななななななななななな地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！

連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！
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